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社  名 株式会社ママスクエア 

代  表 代表取締役 藤代 聡 

設  立 平成26年12月24日 

資 本 金 7億9,860万円(資本準備金を含む） 

本  社 
東京都港区芝２丁目２２番１５号 
ＳＴＫビル ４階 

支  社 
兵庫県神戸市中央区雲居通6-1-15
三宮オーパ2店舗内8階 

事業内容 

託児付ワーキングスペースの運営・展開 
コールセンター事業 
バックオフィス事業 
マーケティングリサーチ業 
保育、託児施設の運営 
飲食店の運営その他 

株式会社 

 ママスクエア 

これまで働くことのできなかった潜在能力の高い主婦の
方々が集まりやすい環境が整います。 
主婦ならではの提案力、企画力で、女性の新しい 
働き方のムーブメントを掘り起こすイノベーターとして、
サポートします。 

子育てママの 「働きたい！」 
という思いを実現する仕組みです。 

Work Kids 

（Cafe） 
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兵庫県 神戸市 
開業日：Ｈ29.3.14  
Ｈ28地方創生推進交付金 

兵庫県 加古川市 
開業日：Ｈ29.4.11 
Ｈ28地方創生推進交付金 

奈良県 葛城市 
開業日：Ｈ28.9.30 
Ｈ27地方創生加速化交付金 

ママスクエア 店舗一覧 

九州で２店舗目 
自治体連携としては初！ 
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・モニター実験 
・アンケート（ママの声） 

・まち・ひと・しごと総合戦略 
（仕事・子育て） 
・地方創生推進交付金の活用 
・保育サービス（子育て相談の場、 
 新しい保育環境、待機児童） 
・子育てしやすいまち 
・働き方改革（テレワーク） 
・女性の活躍促進 
・牛津拠点地区市街地活性化 
・企業誘致  
・官民協働 

子育てママ 

小城市 

関連団体 

 ママスクエア ・自治体連携⇒自立 
・九州初の自治体連携モデル 
・佐賀県初進出 

・仕事ができる（所得・スキル） 
・短時間勤務  
・社会参加 
・仕事ブランクの緩和 
・子どもの見守り（子どもも安心） 
・子育て相談（コミュニティ） 

・アウトソーシング⇒産業振興 
・働き方改革 
（優秀な人材の繋ぎ止め、仕事ブランク  
 の緩和、復職支援、ＯＡスキル向上） 
・企業間のつながり 

連携企業 

子育てオフィス事業 メリット 
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拠点の構築 
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拠点の見取り図 



） 
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母親の募集と採用 
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実証実績 



小城市子育てオフィス実証事業 KPI進捗管理 

No KPIの名称 

H30年度 
（H31年3月1日～H31年3月31日） 

Ｒ元年度 
（H31年4月1日～Ｒ2年3月31日） 

Ｒ2年度 
（Ｒ2年4月1日～Ｒ3年3月31日） 

１年目 ２年目 ３年目 

1 
子育てオフィスでの女性雇用者の 
合計年収（円） 

目標値 360,000  6,480,000  8,640,000  

実績値 980,308      

2 
テレワーク業務等における 
年間売上額（円） 

目標値 800,000  15,000,000  18,000,000  

実績値 205,380      

3 見守り保育実績数（人） 

目標値 120  2,160  2,880  

実績値 147      

4 

女性のためのOAスキル・接遇等の
セミナー、働き方改革セミナー、子育
てオフィス企業説明会等の参加人数
（人） 

目標値 50  185  5  

実績値 57      
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事業計画概要 

◆Ｈ30年度子育てオフィスの整備・運営事業  
                                    【準備試行段階】   
 乳幼児を持つ母親が子どもと一緒に出勤し、柔軟に働ける環境を整えるため、本市から委託を受けた民間事業
所が、市内ショッピングセンターの空き店舗や空きスペース等を活用し、託児スペースを備えたオフィスを整
備・運営する。 
 当該オフィスでは、1年目10名、2年目15名、3年目20名程度の母親(短時間勤務可能・登録は20～50名程度)
が民間事業者が受注したテレワーク業務を行い、その間、民間事業者が採用した見守保育スタッフが乳幼児の見
守り等を行うことにより、適宜、母親が授乳や食事、おむつ替え等を行える体制を整える。加えて、テレワーク
スペースとは別に簡易的なコミュニティ休憩スペースを設け、母親が子どもに食事を食べさせる場を確保する。 
 
 

◆Ｈ31年度子育てママ働き方改革地域貢献事業  
                                    【本格実施段階】 
 地域企業に貢献するような若い世代の母親の教育やキャリア形成を行う。子育てしながら働きたい母親を対象
に、出産や子育てによる離職に伴うキャリアブランクを埋め、早期に再就労できるようOAスキル・接遇等の研修
を行う。 
 地元企業に働き方改革のPRを行う。具体的には、子育てオフィスの視察の受入や地元企業を対象に働き方改革
セミナー等を行う。 
 
 

◆Ｈ32年度子育てオフィス自立強化・働き方改革推進事業 
                              【自立強化・改革発展段階】                 

 子育てオフィスと地元企業の連携の深化によって、拠点を安定して運営できる力を強化する。地元企業が依頼
する「仕事分野」と「業務量」の拡大を目指す。 
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